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感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
演
能
形
態
が
常
と
異
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
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令
和
六
年

懐
中
ノ
舞

六 

日
二 

 

月

（
日
）

本
田
芳
樹

花
　
月
＝

金
春
安
明

采
　
女
＝

佐
藤
俊
之

海
　
人
＝

九 

日
八 

 

月

（
日
）

井
上
貴
覚

経
　
政
＝

本
田
光
洋

六
　
浦
＝

金
春
穂
高

通
小
町
＝

十 

日
六 

 

月

（
日
）

伊
藤
眞
也

実
　
盛
＝

辻
井
八
郎

江
　
口
＝

櫻
間
金
記

枕
慈
童
＝

十
一 

日
十 

 

月

（
日
）

森
　
瑞
枝

清
　
経
＝

梅
井
み
つ
子

三
　
輪
＝

高
取
玲
子

葵
　
上
＝

加
茂
︵
か
も
︶

　

播
磨
国
室
の
明
神
の
神
職
（
ワ
キ
）
が
従
者
（
ワ
キ
ツ
レ
）
と
共
に
、
都
、
加
茂
社
の
御
手
洗
川
で

水
を
汲
む
二
人
の
女
（
前
シ
テ
・
前
ツ
レ
）
と
出
会
う
。
女
は
社
の
由
来
を
語
り
、
自
分
た
ち
は
神
の

化
身
で
あ
る
と
明
か
し
消
え
失
せ
る
。
末
社
の
神
（
ア
イ
）
が
加
茂
神
の
来
臨
を
予
告
す
る
と
、
天
女

姿
の
御
祖
神
（
後
ツ
レ
）
が
出
現
。
天
女
は
神
徳
を
た
た
え
舞
を
舞
い
、
川
の
水
に
袖
を
浸
し
て
涼
む
。

や
が
て
別
雷
の
神
（
後
シ
テ
）
が
天
か
ら
降
り
来
り
、
雷
を
と
ど
ろ
と
ど
ろ
と
踏
み
鳴
ら
し
て
五
穀
豊

饒
を
誓
う
。

　

矢
立
台
の
作
り
物
（
舞
台
装
置
）
は
本
作
の
み
に
使
う
も
の
で
、
祭
壇
を
表
し
ま
す
。
清
浄
な
水
辺

の
風
景
は
、
様
々
な
川
の
名
を
謡
い
込
ん
だ
川
尽
く
し
の
謡
で
表
現
さ
れ
ま
す
。
金
春
禅
竹
作
か
。

　

大
名
（
シ
テ
）
が
訴
訟
の
た
め
に
長
ら
く
都
に
滞
在
し
て
い
た
。
よ
う
や
く
訴
訟
が
済
み
、
お
礼
と

帰
国
の
暇
乞
い
を
し
よ
う
と
、
大
名
は
太
郎
冠
者
（
ア
ド
）
を
連
れ
て
因
幡
堂
に
参
る
。
堂
を
眺
め
て

い
た
大
名
は
、
し
ば
ら
く
す
る
と
屋
根
の
上
の
鬼
瓦
を
見
て
泣
き
出
す
。
さ
て
、
そ
の
わ
け
は·····

。

　

因
幡
堂
は
下
京
区
の
平
等
寺
の
こ
と
で
、
薬
師
如
来
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。〈
因
幡
堂
・
仏
師
〉
な
ど

の
舞
台
で
も
あ
り
ま
す
。

　

熊
野
の
山
伏
（
ワ
キ
）
が
連
れ
の
山
伏
（
ワ
キ
ツ
レ
）
を
伴
い
上
野
国
佐
野
を
訪
れ
、
川
辺
で
橋
の

勧
進
を
す
る
男
女
（
前
シ
テ
・
ツ
レ
）
に
出
会
う
。
二
人
は
『
万
葉
集
』
に
詠
ま
れ
た
佐
野
の
船
橋
の

謂
れ
を
語
る
。
昔
、
あ
る
男
が
川
向
い
の
恋
人
の
も
と
へ
毎
夜
、
船
橋
を
渡
り
通
っ
て
い
た
が
、
女
の

親
が
橋
の
板
を
取
り
放
し
、
男
は
川
へ
落
ち
亡
く
な
っ
た

····

。
語
り
終
え
た
二
人
は
自
分
た
ち
こ
そ
、

そ
の
恋
人
で
あ
る
と
明
か
し
、
消
え
失
せ
る
。
里
の
男
（
ア
イ
）
が
現
れ
、
船
橋
の
歌
物
語
を
語
る
。

山
伏
が
祈
祷
を
す
る
と
二
人
の
亡
霊
（
後
シ
テ
・
ツ
レ
）
が
現
れ
る
。
女
は
供
養
を
喜
ぶ
が
、
男
は
妄

執
の
苦
し
み
を
訴
え
る
。
懺
悔
の
証
し
に
、
橋
の
板
を
踏
み
外
し
、
水
に
沈
ん
だ
苦
し
み
と
無
念
さ
を

仕
方
話
に
語
り
、
成
仏
す
る
。

　

悲
恋
物
語
は
「
東
路
の
佐
野
の
船
橋
と
り
は
な
し
、
親
し
さ
く
れ
ば
妹
に
あ
は
ぬ
か
も
」
の
歌
の
解

釈
が
「
取
り
放
し
・
鳥
は
無
し
」
の
二
通
り
あ
る
こ
と
か
ら
展
開
し
ま
す
。

　

都
の
西
山
に
住
む
西
行
（
ワ
キ
）
が
、能
力
（
寺
男
）（
ア
イ
）
に
庵
の
花
見
禁
制
を
ふ
れ
ま
わ
さ
せ
る
。

し
か
し
都
の
人
々
（
ワ
キ
ツ
レ
）
が
や
っ
て
来
て
花
見
を
さ
せ
て
ほ
し
い
と
頼
む
の
で
、
西
行
は
仕
方

な
く
庵
の
桜
の
見
物
を
許
す
。
そ
こ
で
西
行
は
心
静
か
に
桜
を
眺
め
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
た
の
は
、
桜

の
せ
い
で
あ
る
と
歌
に
詠
む
。
す
る
と
夜
、
西
行
の
前
に
老
木
の
桜
（
シ
テ
）
の
精
が
現
れ
、
桜
に
罪

は
な
い
と
西
行
を
諭
す
。精
は
都
の
名
所
の
桜
の
美
し
さ
を
た
た
え
る
と
、舞
を
静
か
に
舞
い（
序
ノ
舞
）、

夜
明
け
と
共
に
消
え
失
せ
る
。

　

老
木
の
桜
の
精
と
西
行
が
最
後
に
は
心
を
通
わ
せ
、
春
の
夜
の
ひ
と
と
き
の
出
会
い
を
惜
し
み
ま
す
。
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司 

由
起
子

能  
船
橋
︵
ふ
な
ば
し
︶

能  

西
行
桜
︵
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︶

能  
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︵
お
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が
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ら
︶

狂
言  


